
剤
技
術
だ
け
で
な
く
、
現
存
医
学
古
典
の
成
立
の
事
情
に
つ
い
て
も

問
題
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
現
状
で
は
『
医
心

方
』
の
方
が
『
外
台
秘
要
』
よ
り
、
底
本
の
良
否
は
別
と
し
て
、
原

典
の
姿
を
よ
り
忠
実
に
伝
え
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

有
持
桂
里
（
一
七
五
八
’
一
八
三
五
）

有
持
常
安
、
号
は
桂
里
ま
た
硫
春
園
と
も
い
う
。
名
は
希
藻
、
字

は
文
磯
と
い
う
。
阿
波
の
人
で
、
十
九
歳
の
時
京
都
に
上
り
、
医
学

を
三
角
法
眼
に
学
び
開
業
し
た
。
文
化
九
年
知
恩
法
親
王
の
侍
医
と

な
り
法
橋
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
享
年
七
十
八
歳

で
没
し
、
称
名
寺
に
葬
ら
れ
た
。
称
名
寺
は
現
在
、
京
都
市
中
京
区

裏
寺
町
通
り
蛸
薬
師
下
ル
に
あ
る
。

演
者
は
称
名
寺
の
有
持
桂
里
の
墓
に
参
詣
し
、
そ
の
墓
銘
を
写
し

た
の
で
、
そ
れ
を
次
に
掲
載
す
る
。
墓
銘
の
談
は
、
貫
名
苞
（
ぬ
き

な
し
げ
る
）
号
は
海
屋
で
、
江
戸
末
期
の
儒
者
、
書
画
家
で
あ
る
。

や
は
り
阿
波
の
国
の
人
で
同
郷
の
誼
で
墓
銘
を
讓
述
し
た
も
の
で
あ

る
。
書
は
風
韻
の
高
い
書
風
で
幕
末
の
三
筆
の
一
人
と
い
わ
れ
る
。

現
在
、
多
く
の
書
家
が
こ
の
墓
銘
の
害
を
見
学
に
訪
れ
て
い
る
そ
う

有
持
桂
里
の
墓
碑
銘
お
よ
び
過
去
帳
と

そ
の
漢
方
医
学
に
つ
い
て原
桃
介
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で
あ
る
。

法
橋
有
持
君
墓
詔

法
橋
阿
波
人
、
父
名
常
元
、
姓
紀
氏
、
其
先
民
部
成
良
、
蓋
當
二
文
治
建

久
時
「
其
後
有
用
道
慶
『
為
二
三
好
元
長
之
女
婿
「
其
子
徳
次
郎
仕
二
細

川
氏
一
而
倶
不
し
詳
二
其
履
歴
及
□
「
常
元
更
レ
姓
有
持
君
、
名
希
藻
、
字

文
磯
、
穗
二
常
安
『
年
十
九
、
負
二
笈
京
師
「
師
三
角
法
眼
、
三
年
而
開
業
、

請
治
者
衆
多
、
遂
二
家
蓋
下
《
文
化
九
年
、
知
恩
法
親
王
命
為
二
侍
医
『
十

年
四
月
、
任
二
法
橋
位
「
是
年
閏
月
、
應
二
阿
波
聰
一
療
二
疾
病
一
病
愈
、
賞

以
二
禄
梢
若
干
『
天
保
六
年
正
月
十
六
日
、
病
没
、
年
七
十
又
八
、
葬
二
京

極
裏
街
稽
名
寺
『
君
始
妻
二
仁
木
氏
↓
生
二
男
元
瑞
「
嗣
継
室
鎌
田
氏
、

生
二
男
思
女
二
人
『
長
適
二
小
倉
氏
「
次
適
二
湯
浅
氏
↓
君
平
日
勤
学
勵

業
、
著
二
有
方
輿
覗
十
五
巻
一
行
二
千
世
一
已
老
志
不
衰
、
門
人
諦
日
二
桂

里
先
生
一
与
シ
余
有
二
同
郷
之
誼
《
遺
命
属
二
余
銘
↓
銘
日

温
柔
接
物
容
心
折
折
精
意
研
術
方
輿
有
覗

貫
名
苞
讓

称
名
寺
の
過
去
帳
に
は
、
天
保
六
年
正
月
十
六
日
の
項
に

積
善
院
常
譽
有
慶
居
士
世
壽
七
十
八
歳
有
持
常
安

先
箱
従
士
侍
伴
僧
後
箱

遠
見
手
替
袋
傘
従
士
輿
四
人
履
取
長
柄

先
箱
従
士
侍
伴
僧
後
箱

笠
籠
同
押

合
廿
一
人
云
盈
と
葬
式
の
様
子
が
詳
細
に
の
べ
ら
れ
て
い
た
。

有
持
桂
里
の
著
書
に
「
方
輿
睨
」
「
腹
候
要
訳
」
「
方
輿
」
「
脈
候

提
綱
」
が
あ
る
。
「
方
與
睨
」
は
、
校
正
方
輿
幌
の
ほ
か
に
、
最
近

伝
写
本
で
あ
る
稿
本
方
輿
幌
が
出
版
さ
れ
た
。
方
輿
覗
と
は
薬
方
を

乗
せ
る
車
の
意
味
で
、
塾
生
の
求
め
に
応
じ
て
講
義
し
た
も
の
で
あ

う
（
〕
○

内
容
は
婦
人
方
に
は
じ
ま
り
、
内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
皮
膚
科

に
わ
た
り
、
病
類
別
に
治
法
を
詳
述
し
た
も
の
で
、
和
文
で
読
翠
易

く
随
所
に
適
切
な
考
証
を
加
え
て
あ
り
、
古
方
後
世
方
の
運
用
書
と

し
て
は
群
言
中
の
白
眉
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
代
漢
方

臨
床
医
家
に
も
広
く
読
ま
れ
た
本
で
あ
る
。
方
輿
幌
か
ら
引
用
さ
れ

た
薬
方
、
薬
物
、
症
候
な
ど
に
つ
い
て
次
に
の
べ
る
。

大
塚
敬
節
著
一
‐
金
置
要
略
講
話
」

候
氏
黒
散
凝
水
石
猪
苓
散
当
帰
散
碆
石
丸

大
塚
敬
節
著
「
漢
方
治
療
の
実
際
」

桂
枝
附
子
湯
甘
草
附
子
湯

大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
・
清
水
藤
太
郎
著
「
漢
方
診
療
医
典
」

胆
碁
、
枯
響
に
よ
る
眼
瞼
縁
時
の
洗
眼

矢
数
道
明
著
「
漢
方
虎
方
解
説
」
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情
熱
補
気
湯

矢
数
道
明
著
「

高
橋
道
史
著
「
漢
方
診
療
の
実
際
」

げ
ん
ぺ
き
半
夏

大
塚
恭
男
「
治
療
学
」
７
巻
５
号

大
黄
の
精
神
作
用

矢
数
道
明
・
西
山
英
雄
・
石
原
明

延
経
期
方

「
明
治
前
日
本
医
学
史
」
第
４
巻

急
喉
痒
喉
郷
纒
喉
風
（
ジ
『

心
下
一
否

‐
Ｊ
一
．
Ⅶ
ヰ
ノ

「
漢
方
治
療
百
話
」
第
Ｉ
巻

（
墓
銘
の
読
点
、
返
点
は
岡
山
泰
四
氏
の
御

教
示
に
よ
る
。
こ
こ
に
謝
辞
を
呈
し
ま
す
。
）

（
ジ
フ
テ
リ
ア
）
流
行
の
記
載
。

（
同
愛
記
念
病
院
）

「
漢
方
の
臨
床
」
９
巻
７
巻

一
、
は
じ
め
に

相
州
平
塚
宿
は
江
戸
か
ら
一
五
里
半
、
東
海
道
五
三
次
の
宿
駅
の

一
つ
で
あ
る
。
東
西
約
一
八
丁
、
南
北
約
二
三
丁
、
南
に
相
模
湾
を

の
ぞ
み
、
東
は
相
模
川
、
西
は
花
水
川
を
境
と
し
て
、
お
お
む
ね
平

坦
地
で
松
林
の
お
お
い
土
地
で
あ
る
。

順
天
堂
大
学
山
崎
文
庫
に
は
、
こ
の
平
塚
宿
で
の
天
然
痘
の
罹
患

状
況
と
、
種
痘
の
実
施
状
況
を
し
る
し
た
『
種
痘
天
然
痘
取
調
言
上

簿
』
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
武
相
の
種
痘
の
一
部
と
し
て
、
昨
年
の
総

会
で
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
’
－
１
－
ト
ン
の
種
痘
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
た

が
、
今
回
は
こ
れ
に
よ
っ
て
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
天
然
痘
と

種
痘
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

二
、
『
種
痘
天
然
痘
取
調
言
上
簿
』

扉
に
は
「
嘉
永
四
年
辛
亥
ヨ
リ
明
治
八
年
五
月
迄
」
と
収
載
期
間

が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
中
央
に
書
名
、
左
下
に
は
「
第
二
大
区
十
小

武
相
の
種
痘
Ｉ
平
塚
宿
の
場
合深

瀬
泰
日
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